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英米文学の研究を始めてから半世紀あまり経ってしまっ
た。その間に利用したさまざまな辞書について書いてみた
い。
実は恩師西川正身先生が「アメリカ文学の辞書」（渡辺
利雄島田太郎編『アメリカ文学研究余滴』1991収録）という
行き届いた文章を残しておられる。しかしその文章が『學
鐙』に載ったのは1965年のこと，紙数が限られていた上
に，そのときから半世紀近く経ち，辞書の世界も様変わり
をしているので，この文章を書くことは在天の先生へのご
報告にもなろうかという気持ちもある。
辞書を引くときには探す目標によって使い分けることに
なるが，やはりいちばんお世話になるのはOxfordEnglish
DictionaryonHistoricalPrinciples（現在はCDロムによ
る第4版。以下OED4と略記。またDictionaryはDと略記）
である。数ある辞書の中でCDロム版になったために便利
さが格段に増したという点ではOEDにまさるものはある
まい。このCDロム版が出るまでは，アメリカ文学の作品を
読むときにはWebster・sNewInternationalDofEnglish
LanguageSecondEdition（1959.以下W2と略記）とその
改訂版Webster・sThirdNewInternationalDofEnglish
Language（1968.以下W3と略記）にもずいぶんお世話に
なった。しかし筆者の知るかぎり，その後改訂版が出てい
ないので，今ではこの二冊を引くことは，比較的まれである
が，OED4をひかぬ日はほとんどない。
具体的にCDロム版はどんな点が便利になったのか。辞
書なのだからまず第一に未知の単語を引くことになる。例
えば19世紀アメリカ最大の作家Melvileは，難解な文章
を書くことで知られている。船乗りだったことがあるので，
海事用語を使うかと思えば，ThomasBrownなどの 17
世紀の名文家の影響を受けた文を書くという，一筋縄では
いかない小説家なのだ。彼の代表作Moby-Dick（1851.以
下MDと省略）を例にとろう。
語り手のIshmaelが一軒の宿屋に泊まることになる。
宿のバーに入ると ・UponenteringtheplaceIfounda
numberofyoung seamen gatheredaboutatable,
examiningbyadim lightdiversspecimensofskrim-
shander.・（3）（1）つまり船乗りたちが ・skrimshander・の
品定めをしていたというわけなのだが，この単語が辞書で
は見つからない。実は収録されていないのではない，見出
しとしてたてられていないだけで，鯨の骨を船乗りたちが
長い航海のつれづれに細工したものを指す ・scrimshaw・
という単語の例文にこの異形が載っているのだが，・scrim-
shaw・は探している ・skrimshander・とは別の巻に載っ
ているのだから，例文を読んでみようなどという気も起こ
らない。そこで辞書に載っていませんと報告して，西川先
生から「辞書をよく読みなさい」とお目玉を食った記憶が
ある。しかし今のCDロムでは，収録されているすべての
引用文を探すことができるので，見落とす心配がないのが
ありがたい。もう一つ同じ作品から例をあげよう。いちば
んよい捕鯨船員になるのは島で育った者だという説明をし
た後で，語り手の乗り組んだPequod号の場合もそうなの
だと補足して ・TheywerenearlyalIslandersinthe
Pequod,Isolatoestoo,Icalsuch,notacknowledging
thecommoncontinentofmen,buteachIsolatoliving
onaseparatecontinentofhisown.・（27）と書いてあ
る。この ・Isolato・が当時はどの辞書にも載っていなか
った。しかしOEDでは第2版からこの単語が補われ ・An
isolatedperson,anoutcast・という定義が下され，最
初の引用例として上記の文章がひかれている。つまり
Melvileの造語が英語を豊かにしたということになろう。
こうして意味を確認するのに役立つだけではない。今の
・Isolato・でも分かるように，ある単語が作家の新鋳語で
あるのか，あるいは古語ないし廃語になったものを生かし
て使っているのかということも，用例を詳しく見ていくと
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推察できる場合があり，文体を考える時に役立つ。信仰心
のあつい航海士 Starbuckについて ・Uncommonly
conscientiousforaseaman,andenduedwithadeep
naturalreverence,thewildwaterylonelinessofhislife
didthereforestronglyinclinehim tosuperstition....・
（26）という描写があるが，この ・natural・は，彼の性格
を考えると「自然を崇拝する」という目的の意味にとりた
い。そのためには OED4では 18a.・Dealingorcon-
cernedwith,relatingto,natureasanobjectofstudy
orresearch;now usualonlyinnaturalscience（s）・
という定義を拡大解釈する他ない。この箇所には適切な
例文は見あたらないが，・Deism・の最初の用例にあげら
れているDrydenの ・ThatDeism,ortheprinciplesof
naturalworship,areonly thefaintremnantsor
dyingflamesofrevealedreligionintheposterityof
Noah.・（ReligioLaici1682）から判断するとこの解釈は可
能であり，しかもarchaismであるということが分かる。
・OnHistoricalPrinciples・で編纂されたOEDだからこ
そこうして文体への手がかりも見つけられるのだ。
もちろんOED4と言えども完全なものではない。やは
り米語に関しては，米語辞典，Wiliam A.Craigieand
JamesR.Hulberteds.A D ofAmericanEnglishon
HistoricalPrinciples（4vols.193842.以下DAEと省略）
や，MitfordM.Mathewsed.ADofAmericanismson
HistoricalPrinciples（2vols.1951.以下DAと省略）の方
が用例をよく集めており，OED4より早い初出例を拾っ
ている項目もいくつもある。一例をあげれば航海中に出会
った二隻の捕鯨船の船乗りたちが往訪しあうという意味の
・gam・など。そしてOED,DAEがあくまで辞典に徹し
ているのにたいしてDAはかなり挿絵をのせてくれてい
るのが役に立つ。
もう一つOED4の全引用文検索のありがたみを痛切に
感じるのは次のようなときである。MarkTwainのThe
TragedyofPudd・nheadWilson（1894）にこんな文章が
ある。・Soherschemesalwayswentfornothing,and
shelaidthem asidein impotentrageagainstthe
fates....・（4）ここで彼女と言うのはヒロインのRoxana
のこと，計画がすべて水泡に帰してしまうままならない運
命に無力な怒りを感じているという主旨なのだが，ここに
使われている ・impotentrage・という言葉を読み，うま
い表現だと思い，しかし一方では，どこかで出会ったよう
な気がした。そこでOED4を引くと全部で5個の例文が
見つかった。それが ・impotent・・rage・どちらの見出し
のもとでも使われていないのである。だから本の形の
OEDを引いても見つからない，従って一種の成句だと気
がつきにくいものなのだ。その後気をつけて探してみると，
筆者の狭い読書範囲の中でも Twainの TheInnocents
Abroad（1869）,ThePrinceand thePauper（1882）,
Irving,TalesofaTraveler（1824）,その他作品の名前は
省略するが，Bierce,StephenCrane,O・Neil,Margaret
Mitchel,イギリスの作家ではHardy,VirginiaWoolfな
ど数多くの作家が使っていることが判った。Twainらし
い見事な表現だと思ったのは間違いだったのである。こう
したことも，作家の文体を論じる上では大切なことである。
OED4のことはこれくらいにしよう。先ほどDAにふ
れて挿絵に言及したが，しかしそういう事典的な要素は
W2,W3の方がもちろん豊富で，州鳥，州花，国旗など
カラーの図版の他にも要所に挿絵があるのが便利である。
この二冊，どちらが便利かと言えば，W3は，出版された
ときにこそ戦後文学からとった用例が数多くあるので便利
だったが，筆者は現在ではむしろW2をよく使う。一つ
には前者は違う定義も追い込みにして，小さい活字でくん
であるので，探している意味を見つけにくいということ。
もう一つは，W2にはページの下の欄外に単語の異形
異綴，方言や訛った形をよく拾っており，OED4の引用
文をすべて検索しても見あたらない形がときどき見つかる
ので役に立つ。さらにAddendaSectionが充実しており，
ごく簡単なものではあるが地名，人名辞典などもついてい
るからである。90年代ハーヴァード大学の一般参考室に
はW2だけがおいてあったから，アメリカの学生も同じ
ように感じるのだろう。
ここで話題を事典に移すことになる。一冊本だから情報
は限られているが，TheColumbiaEncyclopedia（5th
Edition1995）は，説明も要領をえているし固有名詞の発
音が出ている点もありがたい。もちろん情報量の点では，
Encyclopaedia Britanica,Encyclopedia Americanaに
かなわないが。この二つ，なにぶん厖大なスペースをとる
ので以前は狭い我が家におくことができなかったが，今は
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CDロムがある。筆者は前者を使っているが，やはり情報
量が多いので役には立つ。しかし比較的図版が少ないし，
なによりも固有名詞の発音が出ていないのが物足りない。
もっとも図版に徹すると言うことになれば①Arthur
Meeed.ISeeAl（192830）が古くなったとは言え便利
である。いや古くなったので，便利さを増している面もあ
るのだ。今では無くなってしまった物を見ることができる
のだから。ヴィクトリア朝の馬車の屋根にある窓とか，汽
車の最後部にある乗降のための設備とか。例えばDoyle
や Galsworthyの作品を読んでいるときになんどもお世
話になった。欠点は図が小さい上にカラーではないことで
あるが，完成した時代が時代だし，これだけたくさんの項
目を拾ってくれているのだからまあ仕方がないことか。他
によく引くのは②堀内克明国廣哲彌編What・sWhat:
AVisualGlossaryofthePhysicalWorld（1985）③宮本
明人編訳『オックスフォードドゥーデン図解英和辞典』
（1984）④JamesMitcheletal.eds.TheRandom House
Encyclopedia（1972）など。④は情報量が群を抜いて多い
が，ぎっくり腰になることを覚悟しなければ動かせない重さ
である上に，邦語訳がついていないので最初の二冊に頼る
ことが多い。引きやすさの点で前者が優るか。例えばJohn
O・Haraの小説で映画化された BUtterfield 8（1935）
は，なぜ最初の二文字が大文字なのか。アメリカでは電話
番号の記憶のために，最初の二桁の数字を文字化して意味
のある単語に置き換える。この場合でも7桁の電話番号の
最初が288で始まるのである。今の携帯電話でも数字にア
ルファベットが割り当てられていてほぼ昔のダイアルと同
じだが（0がoperatorを意味し，交換手を呼び出す仕組みにな
っていた点はちがう。）携帯電話がない時代にはとっさにア
ルファベットを数字に置き換えることが面倒だった。それ
がこの本には図が載っている。あるいは WilaCather,
Alexander・sBridge（1912）は題名の示す通り橋の話題が
多いが，それもある程度確認できる。まったくちがう方面
の図解辞典として，・bodylanguage・に関しては，小林
祐子『しぐさの英語表現辞典』（1991）がすばらしい労作
で，同じ動作を表す感情が日米でちがう場合にはそのこと
もおさえてある。ずいぶんお世話になった辞典である。そ
れから，これは辞書と言うよりも読んで楽しむのが本筋な
のだろうがStuartB.Flexner,IHearAmericaTalking
（1976）とその姉妹のListeningtoAmerica（1982）は語
誌，言葉にまつわるエピソードを記している他に，歴史的
価値のある写真が，例えばアメリカ最初の油井，古い紙幣
やコイン，ニューヨーク市を走っていた鉄道馬車（Stephen
Craneの作品などには点景としてよく出てくる）など，たっぷ
り載せられていて役に立つ。
ところで，先ほど例にあげた ・impotentrage・は広い
意味でのclicheと言えよう。こういう句を使うというの
は，もちろんその文脈の中で最適の表現として選んだので
はあろうが，しかしある意味で作家として独自の表現を生
みだす工夫を怠っていると言えなくもないのではないか。
先に列挙したのはいずれも名だたる大作家ばかりであった
けれども。
そのclicheを扱ったものには，どちらも小辞典だが①
辞書作りの名人EricPartridgeの作ったA DofCliches
（1955）と②JuliaCresswel,ThePenguinD ofCliches
（2000）があり，半世紀近く隔たった二冊の辞書でcliche
として扱われている語がどのように変化しているのか，拾
い読みをしてみるとなかなか面白い。 どこからclicheと
認めるかは微妙で，二人の著者も序文の中にいろいろと記
している。
Clicheと境界が曖昧なものに CatchPhraseがある。
OED4では前者を ・A stereotyped expression,a
commonplacephrase.・と記しているのにたいして後者に
ついては ・catch-・という接頭語の4bで ・insense・that
catchesorismeanttocatchtheeye,ear,fancy,etc.・;
as catch-cry,catch-idea,catch-phrase,catch-sound,
catchword.・と定義をしているので「惹句」「うたい文句」
に近いはずなのだが，辞書にあげてある例からは必ずしも
そうとは限らないようである。筆者が愛用しているのは
③EricPartridge,A DofCatchPhrases（1973.2ndEd.
ed.PaulBeale.1985）と④AnnaFarkas,OxfordD of
Catchphrases（2000）なのだが，現に①ではclicheと認め
ている ・Believeitornot.・を④ではcatchphraseとし
て採用しているし，同じ著者の①と③がほぼ同じ形の ・at
thismomentoftime・と ・atthismomentintime・
をそれぞれあげているのも境界が明らかではない例証にな
るだろう。④は③よりも新しいものも拾っているが，著者
はどうやら有名人の言った台詞やテレヴィのコマーシャル
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を重点的に拾っているので，あまり教えられることがない。
Partridgeは日常つかわれるさりげない表現だとして日本
人なら読み過ごしてしまうものについて，うがった説明を
してくれているのがありがたい。一，二例をあげてみよ
う。・Wherehaveyoubeenalmylife.・映画でときどき
耳にする表現だが・［Exaggerated］flatteryfromafelow
toagirl,oroccasionalyviceversa・という説明の
・exaggerated・がありがたい。あるいは ・Norestforthe
wicked.・これなどは ・Utteredeitherbyorabouta
personnotwickedatalbutkeptextremelybusy.・
という説明がないかぎり ・wicked・という単語に引っか
かって，筆者には木の「はたらけどはたらけど」に近い
意味のcatchphraseとは思いも及ばない。
Cliche,catchphraseの次には引用句の辞典が問題
になる。これも詳しいことを書けばきりがないが，どうし
ても背景となる文化がちがうから，英米それぞれで出版さ
れたものを使う方が，探しているものを見つけやすい。引
用句らしいと見当がつけば，英国の作家のものを読むとき
には①TheOxfordD ofQuotations（2ndEdition1975），
米国の作家なら②JohnBartlett,FamiliarQuotations
（16thEdition1992）をまず見ることにしている。引用され
ている作家の数の少ないOで始まる姓は，①がゼロ，②
が三人，Qの場合は①が六人，②が四人という具合にお
国柄を反映しているからである。その他には RhodaT.
Tripp,TheInternationalThesaurusofQuotations
（1970）,RobertandMaryColisoneds.D ofForeign
Quotations（1980）が英語以外の引用を調べるときに多少
役に立つ。どちらも大部なものではないので，引いてみて
も，期待を裏切られることの方が多いのだけれども。上記
の辞典以外に聖書のConcordanceとAlexanderSchmidt,
Shakespeare-Lexicon（1874）にはいつでもお世話になっ
ている。もっとも聖書の方は筆者の所有しているJames
Strong,TheExhaustiveConcordanceoftheBible....
（1890）には幸い載っているものの，多くのconcordanceに
は ・Apocrypha・が収録されていない。ところが文学作
品の多くは ・Apocrypha・に言及しているので困る。一
例をあげればHawthorne,TheMarbleFaun（1860）に
は ・Judith・への言及があるといった具合。今はインタ
ーネットで容易にテキストを入手できるから，それをハー
ドディスクにとっておいて検索するという手段があるが，
このインターネット上のテキストにはしばしば間違いがあ
るので，油断は禁物。
引用の確認を怠るとどういうことになるか，例をあげて
おこう。RobertPennWarren,AltheKing・sMen（1946）
の邦訳の題名は『すべて王の臣下』となっている。もちろ
ん英米の読者ならすぐ分かるのだが，われわれには引用句
辞典を引いて確認しないと自信がもてない。Mother
Gooseの ・HumptyDumpty・の歌詞。念のために引用
すれば ・Humpty Dumpty saton a wal./Humpty
Dumptyhadagreatfal;/Altheking・shorses/And
al theking・smen/Couldn・tputHumpty together
again.・HumptyDumptyは卵なのだから塀から落ちた
ら最後。従って『王様の家来みんなでも』ていどの訳にな
るだろうか。つまりどうしても修復不能の状態という意味
をこめなければ，作品の内容にそぐわない誤訳である。こ
のほかにも作品のタイトルにはHemingway,ForWhom
theBelTols,Faulkner,TheSoundandtheFury,Agee,
LetUsNowPraiseFamousMen,Helman,Children・s
Hour,Inge,SplendorintheGrass,AldousHuxley,
BraveNew World,Maugham,CakesandAleと枚挙
にいとまがないし，それぞれが典拠を知らないと作品の解
釈に誤差を生じかねない。文学作品ではないが，チャール
ズ王子のスキャンダルが問題になっていたときのタイムズ
紙の見出しに ・WindsorofOurDiscontent・というの
があったのを記憶している。これが TheTragedyof
RichardtheThirdの冒頭の ・Nowisthewinterofour
discontent....・のもじりであることが，英米人にはすぐ
分かるはずで，それに反応しないとおそらく知識階級の間
では馬鹿にされるだろう。近頃発信型の英語力ということ
を猫も子も言うけれども，文化的背景を知悉し，相手の
言うことを理解しないかぎり，円滑な会話は成立しないこ
とを銘記しておきたい。
いま直接の引用ではなく形を変えた引用の例をあげたが，
むしろその方が文学作品には多いかも知れない。例えば
・Inproportionastheyearsbothlessenandshorten,I
setmorecountupontheirperiods,andwouldfainlay
myineffectualfingeruponthespokeofthegreat
wheel.Iamnotcontenttopassaway・likeaweaver・s
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shuttle.・（CharlesLamb,Elia・NewYear・sEve・）は ・Job・
（7:6）・Mydaysareswifterthanaweaver・sshuttle
....・を少し変えて引用したもの。こうした形を変えて引
用される句まで集めた辞書にSankiIchikawa,Masami
Nishikawa,MamoruShimizueds.TheKenkyushaD
ofEnglishQuotationswithExamplesofTheirUseby
ModernAuthors（1952）がある。この種の辞書は英米に
も類がないらしい。イェール大学の一般参考室にもおいて
あり，旧知に巡り会った心地がしたのを覚えている。
の辞典も英米それぞれを引いてみることにしている。
よく使うのは次の三冊。①F.P.Wilson,TheOxfordD
ofEnglishProverbs（1948）②WolfgangMiederetal.
eds.A D ofAmerican Proverbs（1992） ③Gregory
Titelman,Random HouseD ofAmerica・sPopular
ProverbsandSayings（2nd Edition2000）。他の二冊が
とその変化した形を収集しているのにたいして③はの
意味を説明してくれているのが役に立つ。
場合によると地名辞典や人名辞典を引くことが思わぬ発
見をもたらすこともある。例えばTennesseeWiliams,The
GlassMenagerie（1945）には，貧しい一家の母親Amanda
が，自分は南部の名家に生まれて黒人を召使いとし，多く
の求婚者に囲まれて暮らしていたという自慢話を娘と息
子にする場面がある。・OneSundayafternooninBlue
Mountain,yourmotherreceivedseventeen!gentlemen
calers!Why,sometimesthereweren・tchairsenough
toaccommodatethem al.Wehadtosendthenigger
overtobringinfoldingchairsfromtheparishhouse.・
（SceneI）そしてこのBlueMountainという町がミシシッ
ピー州にあることも，前後の会話から明らかになっている。
ところが，BlueMountainをWebster・sNewGeographical
D（1991）で引いてみると，1980年の調査で人口837人な
のである。かつて盛んだった町でその後人口が減るという
例はあるが，その場合はこの辞典では注記がある。なにも
記してないところから判断すると彼女の話が法螺，と言っ
て悪ければ，自分がかくありたかったという夢を追ってい
るのだと分かる。もちろんアメリカ人でもBlueMountain
がこれほど小さな町だと知っている者はまれであろう。し
かし彼女の台詞からなんとなくうさんくさい感じをうける
はずだと思う。
そのほかに地名を調べるには，これは辞書ではないが，
MobileTravelGuide（現在はForbesTravelGuideと名前
が変わった）が便利である。アメリカ全土を七地域に分け
てそれぞれ一冊ずつ，詳しいroadmapもつけ，都市ご
とに観光名所，ホテルやレストランなどを紹介したもので，
Fitzgerald,TheGreatGatsby（1925）,Agee,ADeathin
theFamily（1957）などを読むときには，登場人物の行動
を追いながら詳しく読むことができるし，さらにGatsby
が食事をするホテルを調べて，いかに豪奢な生活をしてい
るのかが分かったりする。
人名辞典は，言うまでもなくLeslieStephenandSidney
Leeeds.TheD ofNationalBiography（22vols.rep.
195960）,AlenJohnsonetal.eds.D ofAmerican
Biography（22vols.192858）とそのそれぞれの補遺がい
ちばん頼りになるが，これはどちらも大部で高価なので，
図書館で引くことにして，イギリス関係はBritanicaに頼
り，アメリカ関係はCharlesVanDorened.Webster・s
AmericanBiography（1984）を使っている。Hawthorne
が植民地時代のアメリカを扱った作品などは，端役にも実
在の人物が配置されているので，だれがいつ総督であった
のかという年代の確認などやはり正確にテキストを読むた
めには必要な手続きだから。例えばクリスマスの贈答用誌
Tokenに発表した ・TheGentleBoy・（1832）という短編
がある。偏狭なピューリタンたちが，信仰のあり方のちが
うクェイカー教徒を迫害し，1659年に二人を処刑したと
いう事件が発端となる作品なのだが，この処刑決定を下し
た総督の名前は作品中には言及されていない。しかし歴代
総督を調べてみるとこの時期はJohnEndicottである。
Hawthorneが ・EndicottandtheRedCross・（1837）
などで中心人物として描いているお気に入りの人物だから，
あえて総督の名前を削ったのだなと，作者の心中を忖度す
る手がかりとなる。さらにこの作品の中で女性が処刑され
たという事実を述べているが，彼女の名がMaryDyerだ
と判ると―ありがたいことに今使っている辞書は一巻本だ
がこの名前を逸してはいない―今では忘れられている女流
作家MariaSedgwickが ・MaryDyer・（1831）という短
編を同じTokenに発表していたことに気づき，Hawthorne
が前年に出た作品を読んで技痒を感じ，問題の短編を書い
たのであろうということが推測できる。そこで両者を読み
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比べることにより，彼がどのように工夫を凝らしているか，
技法の一端を知ることもできるのである。
次に取り上げるべきはスラング方言の辞書と言うこと
になる。スラングの辞書は数が多いが，しじゅうお世話に
なるのは次の二冊にすぎない。①HaroldWentworthand
StuartFlexnereds.DofAmericanSlang:Supplemented
Edition（1975）と②LesterV.BerryandMelvinVanDen
Bark,TheThesaurusofAmericanSlang（2ndEdition
1954）である。①はその後改訂版が出版され，筆者の手元
には編者も代わりRobertL.Chapman編の第三版（1995）
もある。こちらの方が確かに新しい言葉を収録してはいる
が，SupplementedEdition（1975）の優れている点は，巻
末に本文では定義を与えるスペースのなかった単語を中心
に，スラングの分類表が載っていることである。例えば
・backclippings・として単語の最後を省略し ・anat・が
・anatomy・の意味であるとか，・backslang・として
・box・を ・scob・という上野を「のがみ」と称したた
ぐいか，あるいは ・children・sbathroom vocabulary・
として ・ca-ca・・cis-cis・など排泄に関する単語を中心に
拾ってあり，こうした表がこの辞書に説明のないスラング
の意味を推量するのにも役立つ。②は①のように文学作品
からの用例をあげたりせず意味の説明もなしに，ほぼ同じ
意味のスラングを並べてある。だから収録語数は厖大なも
ので，その点は心強いのだが，探していた単語がどの程度
日常の言葉とずれた感じなのかがつかめないのが不便であ
る。方言辞典は，80年代の半ばまでは手元にはたった一
冊しかなかった。HaroldWentworth,AmericanDialect
D（1944）である。小振りな辞書で，見出し語はあまり多
くないが，一つの見出し語の中で各地方の方言を主とし
て文学作品から拾っている。だから方言に出会ったとき
に，さてそれがどの見出しに出ているのか，見当がつかな
いと引くことができない。例えば ・baird・という単語は
・beard・（鬚）と言う見出しにしか出ていないのである。
しかしこうした方言の発音が詳しく地方差があるときに
は丁寧に拾ってあるし，アメリカ語に特徴的な表現，例
えば ・soon・が ・shrewd・の意味になるとか ・there・が
・they・の意味で用いられるとか貴重な情報が記してある
から，使いなれると重宝な辞書である。その他にFrederic
G.Cassidyetal.eds.TheD ofAmericanRegional
English（1985）がある。第一巻がACを扱っているの
で，この分では何巻になるやらと思って買うのをあきらめ
ていたのだが，後半は説明を簡潔にしたらしく，今年中に
は第五巻が出て完結にこぎつけるようである。しかしアメ
リカの小説を読むときは，アメリカの方言以外にイギリス
からの移民，特にスコットランドアイルランド系の移民
の方言が分からないと困ることが多い。例えばStephen
CraneのMaggie（1893）はアイルランド系の移民の物語
である。こうした小説を読むときは，JosephWright,
EnglishDialectD（6vols.18981905）が頼りになる。入
手しにくい本なので図書館で利用することになるが。その
ほかにアフリカ系アメリカ人は意識的に白人の文法を嫌い，
語彙も独自のものを好む傾向があるし，ユダヤ系の作家は
Yiddishをおりに触れて使う傾向があるので，どちらも単
語帳ていどのものだが，ClarenceMajor,BlackSlang
（1971）,SidneyJ.Jacobs,TheJewishWordBook（1982）
も役に立つときがある。
発音は面倒なことを考えなければ，W3や先にあげた
地名人名の辞書，TheColumbiaEncyclopediaでこと
足りるが，固有名詞でも，上記の辞典にない単語は，大塚
高信他編『固有名詞英語発音辞典』（1969）が便利である。
最後に辞書ではないが，英米の常識について記してある二
冊の名著，中島文雄『英語の常識』（改訂第五版，1967）と
先に名前を出した西川正身『アメリカ文学研究余滴』をあ
げておこう。通読すれば得るところ大である。例えばシェ
イクスピアの歴史劇を読むとき複雑な人間関係に閉口する
が，前者には要点を押さえた説明があるし，EmilyPost
の紹介など簡単には得にくい情報が後者には多く収録され
ている。まだまだ紹介したい辞（事）典は多いが紙幅がつ
きた。
註
（1） テキストは定本となっている Northwestern-Newberry
Editionを使ったが，読者が他のテキストを使う場合を考
慮して，章の数字を括弧内に記す。他の作品についても同
じ。なおスペースの関係で，作品はサブタイトルを省略。
辞書の出版社も省略し，編著者のミドルネームも頭文字を
記すにとどめた。
（しまだ たろう 英語コミュニケーション学科）
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